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国
際
会
議
な
ら
び
に
国
際
機
関

の
拠
点
誘
致
を
実
現
し
、
真
の
国
際

都
市
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
確
立
す

べ
く
、
Ｇ※
１
７
サ
ミ
ッ
ト
の
本
市
で
の

開
催
を
強
く
願
う
が
、
誘
致
に
向
け

て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

Ｎ※
２

Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
は
、
世

界
の
人
々
が
核
軍
拡
競
争
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
ぬ
よ
う
、
こ
の
機
会
を
核

兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会
議

へ
繋
げ
る
べ
く
、「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心
」

と
も
ど
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
内
包
す
る
諸

課
題
に
も
言
及
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
ど
う
か
。

気
候
変
動
の
影
響
が
リ
ス
ク
と

し
て
顕
在
化
し
て
お
り
、
私
た
ち
市

民
の
存
続
基
盤
を
脅
か
す
状
況
に
あ

る
と
い
う
危
機
感
を
持
ち
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に

向
け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

両
市
が
同
時
進
行
で
建
設
中
の

新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
、
両
市

で
誓
い
合
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
の
平
和
活
動
と
都
市
間
交
流
」
を

具
現
化
す
べ
く
、
シ
ン
ボ
ル
を
設
置

し
て
は
。

ま
た
、
開
業
時
に
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
と
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

と
で
ピ
ー
ス
マ
ッ
チ
を
行
っ
て
は
。

令
和
３
年
12
月
中
旬
に
国
へ
サ

ミ
ッ
ト
誘
致
希
望
の
書
類
を
提
出

し
た
後
、令
和
４
年
１
月
に
、県
、市
、

経
済
団
体
、
平
和
・
観
光
の
関
係

団
体
で
構
成
す
る
「
サ
ミ
ッ
ト
広

島
誘
致
推
進
協
議
会
」
を
設
置
す

る
。
そ
し
て
、
設
置
後
は
、
官
邸

や
外
務
省
、
関
係
国
会
議
員
等
に

対
し
、
要
望
活
動
を
行
う
。
こ
の

よ
う
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
の
広
島
開
催
が
実
現
す

る
よ
う
、
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

旧
陸
軍
被
服
支
廠
は
、
原
爆
被

害
の
凄せ
い
さ
ん惨
さ
、
戦
前
の
軍
都
と
し

て
の
歴
史
を
伝
え
る
建
物
と
し
て

重
要
な
存
在
で
あ
る
。
建
物
が
持

つ
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
被
爆
者

を
始
め
多
く
の
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
、
納
得
性
が
高
め
ら
れ
る
よ

う
、
県
・
市
が
連
携
し
て
丁
寧
に

議
論
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
検

討
結
果
を
基
に
し
た
活
用
が
な
さ

れ
、
将
来
世
代
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

中
満
国
連
事
務
次
長
も
会
見
等

の
場
で
、
令
和
４
年
１
月
開
催
予

定
の
会
議
で
は
、
そ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
た
上
で
、
核
軍
縮
の
具

体
的
な
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
最
終

文
書
の
採
択
を
目
指
し
た
い
と
明

言
さ
れ
て
い
る
。本
市
と
し
て
は
、

今
回
の
会
議
に
お
け
る
発
言
の
場

を
確
保
し
、
締
約
国
が
建
設
的
な

議
論
を
行
う
中
で
、
核
軍
縮
・
不

拡
散
を
進
展
さ
せ
る
た
め
の
解
決

策
を
生
み
出
す
よ
う
し
っ
か
り
と

要
請
し
た
い
。

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
本
市
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

着
実
に
進
め
る
。
さ
ら
に
、今
後
、

気
候
非
常
事
態
宣
言
を
発
出
す
る

考
え
で
あ
り
、こ
の
宣
言
を
基
に
、

実
行
計
画
の
改
定
を
進
め
て
い
き

た
い
。

両
市
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
同
時
期

に
完
成
す
る
こ
と
を
一
つ
の
好
機

と
捉
え
、
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
を
通

じ
た
連
携
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

は
有
意
義
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議

員
ご
提
案
の
取
り
組
み
を
参
考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
効
果
の

高
い
連
携
方
策
を
検
討
す
る
。

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
広
島
市
誘
致

核
兵
器
の
廃
絶
へ
向
け
て

脱
炭
素
社
会
の
構
築

広
島
市
と
長
崎
市
の
連
携
強
化
へ

旧
陸
軍
被
服
支
廠
は
、
被
爆
の
実

相
を
今
に
伝
え
る
「
物
言
わ
ぬ
証
言

者
」
で
あ
り
、
全
棟
保
存
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
の

価
値
を
後
世
に
伝
え
、
生
か
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
保
存
・

活
用
に
つ
い
て
の
本
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

中
央
図
書
館
は
、
元
々
、
中
央
公

園
内
で
建
て
替
え
る
計
画
だ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
唐
突
に
広
島
駅
前
に
移

転
す
る
話
が
出
て
き
た
が
、
こ
れ
は

基
本
方
針
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
市

民
が
理
解
納
得
で
き
る
よ
う
、
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

協
同
労
働
の
推
進
は
、
今
後
、
本

市
に
と
っ
て
、少
子
高
齢
化
や
労
働
、

生
活
環
境
の
変
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
要
因
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
さ
ら
に
重
要
な
取
り
組
み
に
な

る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
も
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制

定
に
向
け
て
は
性
犯
罪
被
害
者
の
救

済
を
含
め
、
本
市
独
自
の
見
舞
金
等

給
付
内
容
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
い

ま
一
度
実
態
調
査
の
情
報
を
集
め
た

上
で
刑
事
事
件
の
み
な
ら
ず
民
事
事

件
も
含
め
再
検
討
し
て
ほ
し
い
が
ど

う
か
。

令
和
２
年
３
月
に
「
中
央
公
園

の
今
後
の
活
用
に
係
る
基
本
方

針
」
を
策
定
し
た
後
、
中
央
公
園

内
の
公
共
施
設
の
個
別
の
状
況
を

掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
結
果
、
中

央
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
現
在
地

で
建
て
替
え
る
と
な
る
と
当
該
図

書
館
が
有
し
て
い
る
機
能
を
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
閲
覧
等

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
た

め
に
は
、
臨
時
図
書
館
を
用
意
す

る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
移

転
し
て
再
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。

令
和
４
年
10
月
、
労
働
者
協
同

組
合
法
が
施
行
さ
れ
る
と
い
う
流

れ
の
中
で
、
そ
の
追
い
風
を
生
か

し
て
、
協
同
労
働
を
地
域
に
広
く

根
付
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
、
協
同
労
働
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る

こ
と
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
の
見
舞
金
給
付
制
度
は
、

警
察
に
よ
る
被
害
届
の
受
理
な
ど

警
察
が
犯
罪
被
害
を
認
定
し
た
場

合
を
申
請
の
要
件
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
見
舞
金
の
支
給
に
当
た

り
、
犯
罪
被
害
の
事
実
を
客
観
的

に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で

あ
り
、
こ
の
要
件
を
見
直
す
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

旧
陸
軍
被
服
支
廠
の
保
存
・
活
用

図
書
館
移
転
を
見
直
せ

協
同
労
働
の
推
進
を

被
害
者
支
援
条
例
制
定
を
急
げ

10
月
に
白
木
町
井
原
や
志
和
口

駅
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
持

続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
同
様

の
志
を
持
つ
地
域
同
士
が
連
携
し
、

芸
備
線
を
利
用
し
て
行
き
来
す
る
よ

う
な
仕
掛
け
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く

の
が
よ
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

図
書
館
に
と
っ
て
、
司
書
な
ど

専
門
的
な
仕
事
を
未
来
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
も
、
民
間
委
託
化
は
な

じ
ま
な
い
。
中
央
図
書
館
の
指
定
管

理
者
は
、
非
公
募
を
継
続
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

安
芸
矢
口
駅
付
近
か
ら
、
は
す
が

丘
団
地
南
口
交
差
点
ま
で
の
矢
口
安

古
市
線
２
工
区
の
拡
幅
と
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
整
備
は
地
元
の
願
い
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
の
か
。

教
育
の
一
環
と
し
て
の
給
食
の

実
現
の
た
め
に
は
、
自
校
調
理
給
食

の
優
位
性
は
明
ら
か
。
自
校
調
理
を

な
く
し
て
い
く
方
針
を
決
め
る
前

に
、
改
め
て
自
校
調
理
給
食
か
セ
ン

タ
ー
給
食
か
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
利
用
促
進
と

地
域
活
性
化
に
向
け
た
担
い
手
を

育
む
視
点
の
下
、
令
和
２
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
そ
こ

に
生
ま
れ
た
「
人
の
流
れ
」
を
他

の
沿
線
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
資
源
な

ど
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
相
乗
的
に
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
仕
掛
け
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
沿
線
自
治
体
と

の
連
携
を
図
り
、
地
域
同
士
が
互

い
に
行
き
来
し
、
循
環
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
へ
と
拡
大
し
て
い
き

た
い
。

中
央
図
書
館
は
、
本
市
の
図
書

館
全
般
を
管
理
す
る
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
ま
た
、
本
市
独
自
の
資

料
の
収
集
、
整
理
等
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
非
公
募

で
、
専
門
的
知
識
や
豊
富
な
経
験

を
持
つ
職
員
を
多
く
有
す
る
（
公

財
）
広
島
市
文
化
財
団
を
指
定
管

理
者
と
し
て
い
る
。
移
転
後
も
、

幅
広
い
世
代
の
利
活
用
を
促
す
た

め
の
工
夫
が
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
引
き
続

き
非
公
募
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

が
適
当
と
考
え
る
。

矢
口
安
古
市
線
２
工
区
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施

設
計
に
着
手
し
た
い
。
ま
た
、
安

芸
矢
口
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
整
備
に
必
要

な
用
地
の
一
部
を
所
有
す
る
Ｊ
Ｒ

西
日
本
な
ど
と
協
議
を
行
う
と
と

も
に
、
地
元
の

声
を
聞
き
な
が

ら
検
討
を
深
め

た
い
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
等
の
ニ
ー

ズ
を
勘
案
す
る
た
め
、
平
成
30
年

度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

が
、
給
食
の
提
供
手
法
に
つ
い
て

は
、
経
費
面
や
衛
生
管
理
面
な
ど

総
合
的
な
観
点
か
ら
設
置
者
に
お

い
て
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
改
め

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
は
な

い
。

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
活
性
化
支
援
策

指
定
管
理
は
非
公
募
継
続
で

安
芸
矢
口
駅
前
の
道
路
整
備

中
学
校
給
食
は
自
校
調
理
給
食
に

発
言
項
目

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

●
豊
島
岩
白

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
西
区
）

・
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
広
島
市
誘
致

・
脱
炭
素
社
会
の
構
築

・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

戦
略

・
広
島
競
輪
場
の
再
整
備

●
石
橋
竜
史

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た
本
市
の
取
組

・
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
通
じ
た
ま

ち
づ
く
り

●
碓
氷
芳
雄

（
公
明
党
・
安
佐
南
区
）

・
平
和
の
推
進

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種

・
協
同
労
働
の
推
進

・
中
央
図
書
館
の
移
転

・
農
業
の
振
興

●
伊
藤
昭
善

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
安
佐
北
区
）

・
ご
遺
族
手
続
支
援
コ
ー
ナ
ー

・
中
央
図
書
館
の
移
転

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

・
新
安
佐
市
民
病
院
の
開
院

●
山
内
正
晃

（
市
民
連
合
・
安
佐
北
区
）

・
公
共
交
通
網
の
整
備

・
市
民
社
会
と
と
も
に
取
り
組
む
平
和

行
政

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
市
職
員
が
い
き
い
き
と
働
け
る
環
境

づ
く
り

ＪＲ安芸矢口駅前

議会中継＞本会議録画中継
　＞令和３年第 5回定例会

本会議録画中継をホームページ
からご覧になることができます！

※紙面の都合上、１人２問以内で掲載しています。
※質問内容は、発言議員本人の提出によるものです。
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